
図-3 M 漁港防波堤概略断面図 
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１．目的  

 全国には 2,785 もの漁港施設があり，その多くの施設におい

て老朽化が懸念されており，適切な対応が求められている．漁

港施設の中で，特に主要な施設で延長の長い防波堤は基礎部分

の洗堀などによって構造物が傾斜・転倒したりすることによる

被害損失が大きいため，損傷の早期発見が重要となる．そのた

め藤田ら１）によって,防波堤の固有振動数を用いた機能診断法

として，効率的に防波堤基礎部の欠陥を診断する方法が検討さ

れた．その際，防波堤を構成する個々のコンクリート躯体は単

独で挙動するものとしているが，実際には目地材の影響により何らか

の拘束を受ける．本研究では，防波堤先端（片側拘束）とその隣（両

側拘束）の躯体に着目しそれらの起振機実験から，隣接躯体からの拘

束の影響を検討した．基礎部の影響を排除するため，本実験では単塊

式コンクリートが岩盤の上に直接設置される防波堤のサイトを選定し

た． 

２．実験調査概要  

 起振機を用いた現地試験を M 漁港防波堤で実施した(図-1)．本漁港施

設はコンクリート単塊式の岩着基礎である．概略断面図と現地状況から，

既設施設に増設された構造となっている(図-3)．直近の潜水観察で基礎

の変状は確認されていない．本研究では，コンクリートブロックの両側

が拘束されたスパン 7 と片側のみ拘束されたスパン 8 を考える(図-2)．  

 対象のスパンを軸直交方向の水平方向に強制振動させるために，

（株）サンエス製の永久磁石起振機 SSV-125ME を用いて実験を行っ

た．また，振動を計測するために（株）東京測振製の携帯用振動計

SPC-51A を使用して水平方向の速度を 100Hz サンプリングで計測した．

それぞれの構造体の上部中央に起振機を設置し，水平方向の 1/4 地点

に 2 か所に速度計を設置した．起振機を用いて一定の起振力のもとに

1 分間の調和加振を行った．加振周波数は 4Hz から 10Hz まで変化させ

た． 

３．応答処理 

 加振周波数ごとに計測された防波堤の応答記録から，加振周波数に対応する応答成分を抽出するため，応 
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図-1 現地試験写真 

図-2 M 漁港防波堤概略平面図 

図-4 時刻歴波形 
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(b) 自由振動 (c) 強制加振―自由振動 (a) 強制加振 

 

答のフーリエスペクトルを求める 2)．測定した時刻歴波形デー

タの内 4,096 個のデータを， コサインテーパーを施して抽出し，

ハイパスフィルターをかけた後，フーリエ変位のスペクトルを

求めた．なお，Parzen ウィンドウによるパワースペクトルの平

滑化をバンド幅 0.4Hz で行った． 

三神ら 4)が指摘しているように，小型の起振機を用いた防波

堤の加振応答は，その応答成分のかなりの部分が波浪の影響を

強く受けた常時のノイズによるものであるため，ここでは強制

加振のフーリエスペクトルと常時微動（自由振動）のスペクト

ルデータの差に着目した． 

４．結果 

 得られたデータを周波数領域でプロットし，図 5 に示した．

スパン 7 では，4 から 6Hz 程度の応答成分が大きくなっている

がこれは常時の振動成分が残ったものと考えられ，7Hz のピー

クが卓越成分であると考えられる．スパン 8 では 4.5Hz にピー

クが見られる． 

5.まとめ 

拘束の程度が異なる岩着基礎の防波堤の 2 つのスパンについ

て起振機を用いた加振実験を行ったところ，拘束が大きいスパ

ン 7 と比べて，スパン 8 の拘束が小さいスパンの卓越振動数が小さ

くなった． 
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（a）スパン 7 

（b）スパン 8 

図-5 フーリエスペクトル 

図-6 共振曲線 
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